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会 場 新 潟大 学医 学 部 有 壬 記 念 館

昭 和 54年 9月 8日 ,第 一 回 研 究 会を 開 催 した 新 潟 造 血

器 腫 瘍 研 究 会は ,富 山 ,山 形 ,福 島 県 か ら も 参 加 者を え ,

抄 録 を 日 本 臨 床 血 液 学 会 雑 誌 に 掲 載 す る 形で 発 展 し ,今

回 .十 周 年 ,第 20回 を 迎 え た .本 記 録 一一造 血 器 腫瘍 十 年

の 歩 み ーは そ の 記 念 シ ン ポ ジ ウ ムの 記 録で あ る .主 と し

て 新 潟県 に おけ る こ の 方 面 の 進 歩 と 現 状 が ,夫 々の 専 門

家に よ り ほ ぼ 網 羅 さ れ て い る と い え るの で は ない か と お

も わ れ る .本 記 録 は 発 表 者 の み な ら ず 多 く の 協 力 者 の 努

力の 集 大 成 と も 言 え る .最 後 に 本 特 集 の み な ら ず ,こ れ

まで の 研 究 会 に 協 賛 頂 い た ヘ キ ス ト・ジ ャパ ン株 式 会 社

・こ厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す .
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analyzedusingflow cytometry. lh this st､tldy, firstly, the phenotype of acute,

non-lymphaticleukemia(ANLL)cellswasdet.erlnindwithreferenceto theFAB classi-

fication. Secondlythetwocoloranalysisofacut･e lellkemia ce一ls was performed to

･!･.!.I.･､Th沖,id:1.･ul.I!t･lい･ト･- H＼L.

In39casesofANLL,leukemi cblast･sofMland A.･12 were positive for CD13 .

CD33andant.i-HLADR. ThoseofM3were positiveforCr)13andCD33blltnega tive

foranti一王-iLAr)氏. lncaseof九･.Ⅰ̀4(･lndM5cells,CD14waspositiveinadditiotltOthese

threeantibodies. Theseresult-sshowed thattheanalysisofANT.L cellscouldre一ated

totheFAB classificat-ione之1Silyusingon一yafew ant･ibodies. Five of 26 casps of

acut.e leukemia inwhichtw()Co一oranalyseswereperformedsho､ヽ･ed王ト＼l_I. TlleClinical

diagn osisof3of5easeswas acutノe lymphoblas tic leuk(汀nia. that/or 1 CaLqe Was

lymph oid crisisorchronic myeloid leukemia,and thatoftheremaining 1casewas

ANl,i,. rrhephenotypeofleukemieblastsint-heformerfourcI.1SCS＼VaSdoublep()Sitive

for(ll.)10((i.ju,LA~),andCD33and/orCD13. ThesecasesWereConsideredtobebiphe-

notypicleukemia. Theleukemiccellsinthelat.ter case eonsistpd or t＼vo di汀erent-

CI)1OpositivetTells. Thiscasewasconsideredtobebilinpalleulくemia.Thesignificance

oftheseHAtJCasesWi一lbeinvestigatedthrol噌htheaccu111ulationofsuchcases.

緒 閉

急性白血病の診断において.-1~:/I/17-+,L抗体/I.:F!j

いた表面形質 (ljhLt‖(-け1)(､日 -鳩 押出こ今や1(‖[')こ!-:_左･,

ている.著者は新潟大学輸血部に1983 年 10月に7ロー一

･叶 (トノトlト-ルー('MlI)-1導 入されて1十柾.チ(I)解析

今楠では,いたし､心 に急性けりン′刊:_FLl血病 (ilCut(リ10n -

1ymph(1L-yt.iL-lt,uk(_,nliこ1.八Nl_i.)細胞L])解析結果につ

いて,ついで最近試用翻機会を得たいわゆる第 2 世代の

FCM .i/A('ScこIn L藤沢薬品うを用い畑 JI血病細胞し')

2 豪.染色に.Lる解析.特に hI･bridLit,utLlleukemiこl

(HAL)の診断をこつ いて述べる.

対象および方法

ANl,L の解析 : 1985午1 1FH再 .11987 年127f~】までに

解析する機会のあった ANLL 患者39 例を対象とした.

検体は患者未櫓血または骨髄血を全血のまま用い,白血

病細胞の 油emotype を Spectr･umu l,王) 5-1system

にて解折し Ⅰ/̂ tミ分校別二iに怜討 し上. )=ト上抗体は

(:I)1 こi.('1)l Jl.Cl):i 二i.i)lt で:i;1:'L, .

FA(lLqCan による白血病細胞の 2 重染色: I/̂〔:SL,こ111

の解析プUグラム S呈mulsetに検討する抗体をあらか

じめ登録 しておきチ解析と同時にぬ動的に結果が打出さ

れるように設定 した.済いた抗体の組合せを表 1に示

した.対象とした患者は 1988年相月か㌍)ユ989 年 2 月ま

でに解析 し上急性 -1ンJ刊工仙 痛 しこlCutL111111Phob】astic

1(?ukemii l.^1.lJ17 例.̂ Nl-Ll 封札 慢性骨髄性自血

病急性転化 毎hmniemyeloidleukemia,b且asticcrisis ,

CMLBC)4 例の計26 例である書

蓑 l i-L=fll病細胞2重 染色に用いる抗体の組合せ

FITC C1)4 CⅠ)3 C1)2 C1)13 CD36 CⅠ)10 eDl CD7

PE C1)8 C1)19HLAl)氏 C1)20 eD14 CI)33 eD21 辛

*:FITC 単独染色
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結 果

骨髄系しり抗原の Cr)1 3,Ct)ニiこ 与と LtLAl~)R 陽性で単球

系LT)i'ilt原(JICl_)l▲ ･tは陰性でか-,た.Mこiは M l.～,12

剛養CI)13 .CI二)3 3陽性 Cl)ll l陰性で溶けlたが.H.LAl )tt

陰性であった.M 壕,M5 はこれらの抗体のいずれもが

陽性を示 し,この 3群は明瞭に区別された.また M4 ,

M5 の比較ではいずれの抗体とも M 唾の発現が強かっ

た.これらの結果を衷 宏にまとめて示 した.

蓑 2 急性井目ン.バ性白血病の FAB _LJ)類別の pheno -

type,39 例の解析結盟をまとめて示した

陽性を 意 味 す る .

白血病細胞の 2 重染色: 2 番染色を施行した26 伊丹1

うち,Gale のいわゆる hybridacuteleも速emia (HAL)4)

に一致する症例は 5例存在 した.その内訳は,臨床診断

上 ALL3 例,C掴LiympoidCrisis l例,AML l例

であった.これらの例の主な抗体の解析結果を寮 3 に

示 した.

症例ト 4 は biphenotl,plcty 叩 ,後者は bilinealty肝

であった.Biphenictype はいずれも同一細胞上に CD

IOと CD33and/orCD13 が陽性であった. 囲 Aに

その典型例の CDI O,CD33 の 2重染色を示す.Bilineal

の 1 例は芽球と考えられる細胞集団に CD IO陽性雑胞

と Cl_)33 陽性細胞ir)2 群が存在した.
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図 I Hi phenot.vpic leukemia の (｢r )1O ,('l)33
の 2重染色を示す (義 3 の症例 3 1.

舶fFT-圧 FACSぐとInPrt哨r之Im ('onsotl.3 Oに,L,:'.

考 案

モノクロ--ナル抗体を用いた ANLL 細胞の解析は,

ALL に比 し詳細に検討がなされていない分野である.

この領域では FAB 分類という形態学を中心とした分

額が汎用され 共通の周語として周いられることが原因

とも考えられる.ALL 細胞では正常の分化段階に対応

する抗体が確立され それに準じた形で分額されている5)

のと対照的に.myeloid･IllOn O糸n分化段階iこ対応す

る抗原を認識する抗体が供給されていないという事実と

も無関係でない.

今回示 したように,産かな瞳額の抗体でも,FAB 分

粉に対応 した結果解析は可能なことが示唆される,さら

に FA B分類とは別をこ,それぞれの抗体の反応性で,Å和こし
全体を見直し 今後その結果をもとをこ臨床像や病魔の解

数値は芽球の各抗 体 の 陽 性 率労.
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断を行うことが必要かつ姦費と考える.

l･/ACSL･;1日ハ噂人によ ､て,最近開始t上lJ-llf11病 細胞

L')phH1()tl,Pe〔T)1'tfI1.1染色は,･Li･11･細榔二一一し､ て 魔 に

複数の情報が得ど3おること,理論的に2分 の 1の細胞数

で多くの抗体の解析ができるなど利点が多い.FACScan

は従来L]うf/(-'八･･1::_＼こi､,lへ強 壮検出感度/jlt.特に弱陽性

部で改善 されており,これまで検出で きなか--)た抗原を

陽性Ll二捉∴い ,木か 引針 目再h'J.今回し,1)検,i十こ26仲J申 5

例 と高い頻度で HAL が見出されたことが注 目されよ

ち.

これらの点をこ-ついてはす現段階では症例数 も少な く今

後lf).F'銅針 )蓄積を持十,上い.

結 語

白血病細胞t･T)pllPr10tyPing に-.-}し,て､特∴ N̂l..Jt,

の解析結果と,最近試長始めた2遷染色について述べた.
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